
売上高等報告書（ロ）－①

※１：

※２：指定業種の売上高を合算して記載することも可。

〈Ｅ〉　200,000円 R元年10月 〈ｅ〉　　160,000円

（注）

原油等の
仕入価格

売上高
最近３か月の

前年同期
原油等の
仕入価格

売上高

500,000円 1,500,000円 R元年　8月 400,000円 1,500,000円

500,000円 1,500,000円 R元年　9月 400,000円 1,500,000円

500,000円 1,500,000円 R元年10月 400,000円 1,500,000円

〈Ａ〉　1,500,000円 〈Ｂ〉 4,500,000円 計 〈ａ〉　1,200,000円 〈ｂ〉 4,500,000円

Ｐ＝ 7 （Ｐ＞０であること）

（Ｐ＝ （Ａ／Ｂ）×100－（ａ／ｂ）×100）

【表１：事業が属する業種ごとの最近１年間の売上高】

業種番号・業種名（※１）（※２） 最近1年間の売上高 構成比

0000　■■業 30,000,000円 50％

1111　●●業
2222　◇◇業

30,000,000円 50％

業 円 ％

全体の売上高 60,000,000円 100%

業種欄には、営んでいる事業が属する全ての業種（日本標準産業分類の細分類番号と細分類業種名）を記

載。細分類業種は全て指定業種に該当することが必要。

【表２：企業全体に係る原油等の仕入単価の上昇】

原油等の最近１か月の
平均仕入単価

原油等の前年同月の平均仕入単価
原油等の仕入単価の上昇率

（Ｅ／ｅ×100－100）

R2年10月 25％

【表３：企業全体の売上原価に占める原油等の仕入価格の割合】

最新の売上原価
最新の売上原価に対応する

原油等の仕入価格

売上原価に占める原油等の
仕入価格の割合
（Ｓ／Ｃ×100）

〈Ｃ〉　　　　　　　　　　1,500,000円 〈Ｓ〉　　　　　　　　　　　　　500,000円 33％

最新の売上原価および原油等の仕入価格は、直近の決算期の値を用いることも可。

【表４：企業全体の製品等価格への転嫁の状況】

最近３か月

R2年　8月

R2年　9月

R2年10月

計

上記売上額については、税務申告による決算した（申告前は「決算する」）金額、及び試算表等の写しの数値と相違

ありません。

　　　  　R2年　11月　1日

住　所　　犬山市大字犬山字東畑36

申請者　 犬山　太郎

業種名は、全て指定業種となっている
細分類にて記入してください。
※一つでも指定業種でない場合、イ-①での認定は不可です。

１１月に申請する場合は、最近３か月として１０，９，８月の売上を記入してください。
（ただし１０月の売上が未集計の場合のみ９，８，７月の売上を記入）

表４に記載した３か月のうち、
最新の売上月を記入してください。

記入例


